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ていることがわかる。具体的には， 3月における
2 つのコア構造と能登半島西岸の暖水域の分布，
6 月の能登半島西岸暖水域との合体による大型
化，9月の東部の分離，11月の弱体化がCTDデー
タと良く一致している。CTD観測は 1 ヶ月程度
の頻度であり，多くが日本沿岸に限定されてしま
うが，JADE 2 は毎日の連続データとして得られ
ると共に，韓国沿岸における移動性暖水域の形
成・分布や対馬暖流の上流域である東シナ海の情

報が得られる等，時空間的に欠落のない海洋環境
情報が得られることも大きな利点と言える。図 4
は，表面水温（SST），海面高度（SSH），CTD等
をデータ同化することによって，どの程度再現精
度が向上するのかを示している。図中の非同化と
いうのはモデルを気象条件のみで駆動し，SST，
SSH，CTD等の観測値をモデルに組み込まない
ケースである。図からわかるように，JADEより
もJADE 2 の方が高精度で，また，SST，SSH，
CTDを同化することによって精度が徐々に向上
している。特に200m深では，現行JADEでは顕
著な高温偏差が見られたがJADE 2 では大きく改
善され，相関係数が 2倍以上向上している。
図 5は，2009年の大型クラゲ大量発生時におけ

る移動予測をJADE 2 の出力を用いて試算した結
果である。日本沿岸への大型クラゲの大量出現を
良く再現しているが，JADEの結果と異なる部分
もあるので，今後，流向・流速の精度検証も含め
て海況予測システムの改良を進めていきたい。

まとめと今後の展望
これまで述べてきたように，JADE 2 は現行の
JADEよりも広範囲でより高精度な海況予測シス
テムである。現在JADE 2 はシステムの開発がほ
ぼ終了し，公開用ホームページの構築等の作業を
行っており，2014年夏の実運用及び情報提供の開
始を予定している。日本海沿岸の水産試験研究機
関にはデジタルデータの提供も可能なので，ぜひ
海況の把握及び資源変動要因解析等に利活用頂け
れば幸いである。

引用文献
Hirose N., Takayama K., Moon J.-H., Watanabe 
T., and Nishida Y., 2013: Regional data 
assimilation system extended to the East 
Asian marginal seas. Umi to Sora, 89, 43-51.

図 4　各モデルの計算値水温と観測値との相関
　　　 1に近いほど計算値と観測値との相関が高い
　　　 JD 1 -S：JADE，非同化，JD 1 -M：JADE，

SST・CTD・SSH同化
　　　 JD 2 -S：JADE 2，非同化，JD 2 -A：JADE 2，

SST・SSHのみ同化
　　　 JD 2 -C：JADE 2 ，SST・CTDのみ同化，

JD 2 -M：JADE 2 ，SST・CTD・SSH同化

図 5　 JADE 2 を用いた2009年の大型クラゲ移動予
測計算

　　　 左： 7月31日，中： 8月30日，右： 9月29日
　　　 赤粒子は 7月 1日～30日放流，緑粒子は 7月

31日～ 8月29日放流，
　　　青粒子は 8月30日～ 9月28日放流。
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